
はぐるまがた

経済状態，文化の程度，鉄道技術の水準を表わすものであるか

ら，白紙ダイヤ改正を行なう場合は，その時期における輸送設

備を十分に活用しながら，輸送需要を極力充足させるように列

車ダイヤを計画する必要がある。そのため白紙ダイヤ改正は，

計画当初から実施までには少なくとも 2 年の期間を必要とする。

このような白紙ダイヤ改正の持つ意味と，その内容から，そ

の実施時期は時代とともに異なっているが，戦前は 7-8 年の周

期で行なわれており，戦後は国民経済の急速な{申張と輪送近代

化の進ちょくに対応するため，逐次周Jtllが短くな っ て，最近は

3- 5 年とな っ てきている。戦前から最近まで白紙改正を行な っ

たのは，次に示すとおりである。

昭和 9 ・ 1 2 ・ 1

丹那ト γネノレ開通，従来の御殿場経由東海道本線列車を熱

海経由とし，全国的に列車のスピードアップを行なった。

昭和 17 ・ 11 ・ 15 (前回から 8 年目)

関門トンネル開通および戦時陸連非常体制lの実施に伴い，

急行旅客列車のスピードダウンを行なうとともに，本州泊、ら

九州への直通列車を設定し，貨物列車を大増発した。

昭和 25 ・ 10・ 1 (前回から 8 年目)

戦中から敗戦を経て，国民経済の復興と国鉄の立直りを盛

り込んで，特急 LつばめlLはと 1 の戦前復帰(東京・大阪間

8 時間運転)をはじめ， 急行 ・ 準急行列車の増発を行なって，

敗戦からの立直りを国民に示し，明るい希望を持たせること

‘ tこなっ Tょ。

昭和 31 ・ 11 ・ 19 (前回から 6 年目)

東海道本線の全線電化および日本経済の著しい進ちょくに

対応するため，講和条約発効後初めて，国鉄の自主的計画に

よる列車ダイヤの組替えを行なった。

昭和 36 ・ 10 ・ 1 (前回から 5 年目)

第 2 次 5 箇年計画の初年度に当たり，全国に特急旅客列車

網を整備，輸送の質的改善をはかるとともに，客貸合わせて

11 万キロに及ぶみぞ うの列車大地発を行なった。

昭和 40 ・ 10 ・ 1 (前回から 4 年目)

東海道新幹線の本開業および第 2 次 5 箇年計画の最終年度

に当たると同時に，第 3 次長期計画の初年度にも当たるので，

新幹線の輸送力増強に対応するとともに，全国にわたる輸送

力増強，設備の有効活用により，前回の白紙改正に次ぐ列車

の増発を行ない，貨物愉送については急行 ・ 快速列車網を整

備して，質的改善をはかった。

4 白紙ダイヤ改正の規模

白紙ダイヤ改正を行なう基本的な主旨は， 2 項に述べたよう

に，物置の整理と同じような列車ダイヤの根本的な整理である。

白紙ダイヤ改正というと，列車の大地発を第 1 の目的としたダ

イヤ改正のように考えられがちであるが，列車の大増発は二義

的なもので，相当の列車増発を行なうにしても，現在のダイヤ

を操作することによ っ て，それが可能ならば，そう入式ダイヤ

改正で列車増発を行なうことがある。

ところが，現在の国鉄の主要幹線は，各線とも線路容量が行

きつまっているため，限度いっぱいの列車が設定されていると

ころが多く，また一方，これを解消するために，逐次線増が行

なわれており，それが完成した区間では，線路容量にゆとりを

生じてゆくことになる。

このように，逐次， 設備条件が緩和されてゆき， 一方，列車

増発は抑圧されがちなので，適当な時期にそのときの設備条件

に合わせた白紙ダイヤ改正を行ない，この機会に抑圧されてき

た列車増発を行なうと L 、う方法がとられている。男IJ表は，昭和

25 年度以降のおもな時実IJ改正の実施状況であるが，白紙改正は

3 項で触れたように，輸送設備の特別な増強またはそれぞれの

時代の国民経済の様相を全面的に反映させる必要があり，そ う

入式時刻改正では対応できなくな ったときに行なわれるもので，

昭和 25 年度以降の時刻改正
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その規模は全線区にわたり，列車の橋発もそう入式より大きく

なるのが通例である。 (今野尚)

はぐるまがたたわみじくつぎて 歯車形たわみ紬継手

JIS でこの名称を決める前は，可とう(携)歯車継手と呼んだ。

相対する 2 軸の軸方向変位， 半径方向変位，角変位を許しな

がら動力を伝える装置の一種。 2 輸にそれぞれ小歯車をつけ，

同じ歯数の内歯車を備えた外筒をはめ，パックラッシュを大き

くと り，小歯車は大きくクラウニングし，歯先を丸め，内歯車

は歯傾を大きくしたもの。組立てを容易にするため，外筒を 2

分してフランジ合せとし，外筒の事由方向の位置決めのため，中

心に円板をはさんで，小歯車との聞にばねを入れて押し合 うよ

うにしておく。

潤滑管理がむずかしく，歯車が損傷しやすい欠点があるが，

主電動機を台車装荷として，レールからの強い衝撃から開放し，

高速軽量主電動機の採用を可能にして，電気車の軽量化に役だ

っている。(日高冬比古)

はしけたかせっしゃ 橋けた架設草 橋けたを新たに架

設する場合，または!日けたを新けたに取り替えるときに用いる

橋けた架設用機械は，橋けたの種類により， トラス用と，はん

けた用の 2 種に大別される。橋けた架設車は，はんけた用けた

架設機械の一種で，はんけたの新設，取替えはもちろん， PC

けたまたは合成けたの架設も可能である。

橋けた架設車という名称は，橋けたを架設できる車両の総称

であ っ て，土木工事用機械と区分されている。 車両としての名

称はf量重車である。

けた架設用操重車には，形式によって L/' 1 形1 と L ソ 200

形1 の 2 種がある。

1 ソ 1 形操重車(図ー1)

大正 9 年国鉄浜松工場で軍基作されたものが疲初のもので，そ

の後昭和 2 年までに浜松工場・大宮工場等で 6 阿製作された。

主として上路はんけたの架設(新設)に用いられたものである。

2 ソ 2∞形撮重車(図 2 ・写真)
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